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さっ ぽ ろ 流 の「 お も て なし 」

考えてみませんか、魅力ある街づくり
～札幌に2,000万人のお客さまを迎えるために～



ナ ニ 
札幌の印象 

エ ！ ？ この街に満足しましたか？　～さっぽろ観光・満足
度調
査

札幌の印象は？ 観光に訪れた人た 

ちの生の声をお届けします。 

外から見た札幌の姿の中に、新しい「おもてなし」の 

ヒントが隠れているかもしれません。 

この調査は平成16年2月に実施し、 
104の回答を得ています。 
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街 
人 清

潔
な
感
じ
が
す
る
。

（
大
阪
府
　
主
婦
　
女
　
50
代
）

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

あ
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
。

（
福
井
県
　
会
社
員
　
女
　
50
代
）

大
通
公
園
が
気
に
入
っ
た
。

（
奈
良
県
　
会
社
員
　
女
　
20
代
）

妙 街 雪 
ま
つ
り
の
会
場
が
離
れ
過
ぎ
。

（
北
海
道
・
当
麻
町
　
主
婦
　
女
　
40
代
）

中
の
道
案
内
が
少
な
い
。

（
埼
玉
県
　
会
社
員
　
女
　
30
代
）

に
観
光
客
ズ
レ
し
た
印
象
が
あ
る
。

食
事
も
お
土
産
も
あ
ま
り

良
い
物
が
な
い
み
た
い
。

（
埼
玉
県
　
会
社
員
　
女
　
50
代)

が
親
切
。
と
て
も
楽
し
ん
で
ま
す
。

（
ア
メ
リ
カ
・
チ
ャ
ー
ル
ス
ト
ン
市
　
会
社
員
　
女
　
40
代
）

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

（
京
都
府
　
会
社
員
　
男
　
40
代
）

地 
下
道
の
表
示
が

わ
か
り
や
す
い
。

地
下
道
は
便
利
。

（
神
奈
川
県
　
会
社
員

女
　
50
代
）
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ラ
ー
メ
ン
が
お
い
し
か
っ
た
。

（
佐
賀
県
　
自
営
業
　
女
　
50
代
）

近
代
化
さ
れ
て
い
て

過
ご
し
や
す
い
。

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
モ
ス
マ
ン
市

会
社
員
　
女
　
20
代
）

初
め
て
雪
を
見
て

ド
キ
ド
キ
し
た
。

（
韓
国
・
統
営
市
　
学
生
　
男
　
20
代
）

古
い
建
物
が
多
く
て

い
い
雰
囲
気
。

（
宮
城
県
　
会
社
員
　
男
　
30
代
）

食
べ
物
が
楽
し
み
だ
け
ど
高
い
。

（
東
京
都
　
無
職
　
男
　
60
代
）

満足
しました！

ちょっと、
不満。

東
京
に
比
べ
て
ゆ
っ
た
り
し
て
　

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。

（
台
湾
・
屏
東
市
　
主
婦
　
女
　
30
代
）

と
て
も
キ
レ
イ
な
街
並
み
。

大
好
き
な
街
で
す
。

（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
マ
イ
ド
ゥ
ー
グ
リ
市
　

学
生
　
男
　
30
代
）

公
共
交
通
が
不
便
。

終
電
が
早
い
。

（
東
京
都
　
会
社
員
　
女
　
40
代
）

幌 街 を知る という 1

道
路
が
と
て
も
滑
り
ま
す
。

（
東
京
都
　
学
生
　
男
　
20
代
）



ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
札
幌
に
期
待

す
る
こ
と
に
は「
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
る
」

「
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
楽
し
む
」「
街
で

買
い
物
を
楽
し
む
」「
の
ん
び
り
温
泉
に
つ
か

る
」の
四
項
目
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
中
で

も「
お
い
し
い
も
の
」に
は
73
％
の
人
が
期
待

し
て
い
ま
す
。
札
幌
は
そ
の
期
待
に
応
え
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
観
光
地
と
し
て
の
満

足
度
評
価
」（
グ
ラ
フ
2
）の
結
果
を
み
る
と
、

「
満
足
」と
答
え
た
人
は
五
割
以
上
。「
や
や

満
足
」と
合
わ
せ
る
と
満
足
派
が
九
割
を
超

え
ま
す
。
飲
食
店
に
対
し
て
も
満
足
派
が
九

割
前
後
を
占
め
ま
す
が
、料
金
に
つ
い
て
は

八
割
を
下
回
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

「
札
幌
に
行
こ
う
！
」の
き
っ
か
け

2

よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
を
札
幌
に
迎
え
た
い
。
ま
ず
は
、
札
幌
と
い
う
街
を
見
直
す
と

こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。訪
れ
た
人
た
ち
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
、
こ
の
街
の
イ
メ

ー
ジ
や
満
足
・
不
満
足
の
度
合
い
を
確
か
め
て
み
る
。
そ
れ
が
、
訪
れ
て
も
ら
う
た
め

の
き
っ
か
け
づ
く
り
、「
ま
た
来
た
い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
に
結
び
付
く
は
ず
で
す
。

「
札
幌
で
し
た
い
こ
と
」

期
待
感
と
満
足
度

外
か
ら
見
た
ら
、
こ
ん
な「
さ
っ
ぽ
ろ
」

〈グラフ1〉札幌を選んだきっかけ（複数回答）

「
旅
に
出
よ
う
」と
思
い
立
っ
た
と
き
に
札

幌
を
選
ぶ
き
っ
か
け
は
？
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果（
グ
ラ
フ
1
）で
は「
旅
行
雑
誌
・
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
」が
三
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
旅

行
雑
誌
に
組
ま
れ
る
特
集
や
書
店
で
目
を

引
く
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、確
実
に
札
幌
行
き

を
促
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
で
、「
以
前

に
来
て
良
か
っ
た
か
ら
」と「
友
人
・
知
人
か

ら
の
口
コ
ミ
」を
合
わ
せ
る
と
、以
前
に
札

幌
を
訪
れ
た
体
験
が
き
っ
か
け
と
な
る
人
た

ち
が
四
割
近
く
を
占
め
、旅
先
を
札
幌
に

決
め
る
大
き
な
要
素
に
な
っ
て
い
ま
す
。
集

客
増
加
の
カ
ギ
は「
ま
た
訪
れ
た
い
」と
思

わ
せ
る
街
づ
く
り
か
ら
始
ま
り
そ
う
で
す
。

この調査は、道外からの来客者を対象

に札幌市が平成15年9月に実施したものです。
実施場所は市内の主要観光施設で、668の回答
（うち外国人98）を得ています。



 観 光 ブ ラ ン ド カ ル テ TM

ラ ン ド 力 で 診 断 ！ 人 
気 
の 
国 
内 
観 
光 
地 

ブ 

市内交通の利便性 

観光スポットの案内表示 

市民のもてなし、マナー 

タクシー運転手の接客マナー 

宿泊施設の接客マナー 

夜の風紀や安全 

街のセンスやファッション性 

市内のきれいさ、清潔さ 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 

やや不満足 
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満足 やや満足 
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札
幌
の「
お
も
て
な
し
」
通
信
簿

札
幌
に「
ま
た
来
た
い
」と

言
わ
れ
た
い
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そ
の
他 

気
候
・
気
温 

交
通
の
利
便
性 

接
客 

観
光
施
設
・ 

ス
ポ
ッ
ト
の
充
実 

街
並
み
の
印
象 

景
観
・
自
然 

食
べ
物
が
美
味 

そ
の
他 

交
通
機
関
の 

不
便
さ 

市
民
マ
ナ
ー 

道
路
交
通 

案
内
表
示 

飲
食 

施
設
料
金
や 

物
価 

街
並
み
の
印
象 

店
舗
・ 

観
光
施
設 

うれしかったこと がっかりしたこと 

〈グラフ2〉観光地としての札幌の満足度評価

〈グラフ3〉札幌にきてうれしかったこと、がっかりしたこと（複数回答）

〈表1〉札幌に望むこと

観
光
ブ
ラ
ン
ド
御
三
家

京
都
、
沖
縄
、
そ
し
て
札
幌

1  店舗・観光施設の充実 
2  道路交通の改善 
3  街並みや街のきれいさ 
4  案内表示・案内板の充実 
5  交通機関の利便性の向上 

観
光
客
か
ら
の
厳
し
い
声
に
も
耳
を
傾

け
て
み
ま
し
ょ
う
。「
が
っ
か
り
し
た
こ
と
」

の
具
体
例
で
す（
グ
ラ
フ
3
）。店
舗
・
観
光

施
設
に
対
し
て
は「
ラ
ー
メ
ン
店
の
店
員

の
言
葉
遣
い
が
乱
暴
で
不
快
だ
っ
た
」な

ど
接
客
マ
ナ
ー
の
指
摘
が
あ
り
ま
す
。料

金
・
物
価
に
つ
い
て
は「
ウ
ニ
丼
が
東
京
と

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
値
段
だ
っ
た
」な
ど

で
す
。案
内
表
示
に
は
表
示
文
字
が
小
さ

す
ぎ
る
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
し
、レ

ン
タ
カ
ー
利
用
者
か
ら
は「
路
上
駐
車
が

多
い
」な
ど
、走
り
に
く
さ
を
指
摘
す
る

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か

で
は
、「
ス
ス
キ
ノ
の
客
引
き
が
多
い
」「
道

で
タ
バ
コ
を
吸
う
人
が
多
い
」な
ど
耳
の
痛

い
意
見
が
あ
り
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
増
加
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
？
観
光
客
が
札
幌
に
望
む
こ
と

を
尋
ね
て
み
ま
し
た（
表
1
）。こ
の
ほ
か
で

は
、過
度
の
都
市
化
を
心
配
す
る
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。札
幌
に
ま
た
来

た
い
と
い
う
人
は
全
体
の
九
割
を
占
め
ま

す
が
、ア
ン

ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
な

が
ら
迎
え
る

側
の
準
備
を

整
え
、今
以

上
の
満
足
度

を
得
て
も
ら

い
た
い
も
の

で
す
。

ブランドの力。その影響を

受けるのは商品の販売だけ

ではありません。観光地に

もブランドとしての魅力が

あればたくさんの人が引き

寄せられるようです。そこで

気になるのが札幌のブラン

ド指数。日本全国49の観光
地を対象とした調査で、札

幌は第3位になりました。こ
の調査では、旅行の行き先

を選ぶときの3要素を「満
足させてくれそうな場所」で

あるほど、そのブランドの

得点が高くなります。

1見たいものや体験したいこと、

食べたいものがある！
2交通が便利！宿泊施設も充実！
3自慢のタネになる場所！
マスコミでも有名になった場所！

札幌は3要素ともに高い評価を
バランス良く得ています。これは理

想的な観光地のパターンで、1位の
京都もこれと同じです。ほかには、

2位沖縄のように1と3の要素が

高く「こういうことができそう」とい

うイメージがわきやすい観光地の

パターンや、神戸のように2が比

較的高い都市型観光地のパターン

があります。

札幌は首都圏から距離がある割

に来訪経験者が多く、しかも回答

者のほぼ全員が「（また）行きたい」としていること

が特徴です。イメージとしては「食べたい」「買いた

い」ものがある、都市型機能を備えた観光地として

の性格がうかがえます。

出典：博報堂が立教大学教授・溝尾良隆氏の協力を得て開発した
「観光ブランドカルテＴＭ」

※首都圏在住の18才以上の男女1000人を対象に、2003年10月に
インターネット調査を実施

札幌
（2.10Pt）

神戸
（1.94Pt）

富良野
（1.83Pt）

沖縄
（2.34Pt）

京都
（2.46Pt）

1 2 3 4 5

項
目
の
ほ
と
ん
ど
で
満
足
派
が
八
割

を
超
え
て
い
る
中
で
、
交
通
機
関
の
満

足
度
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

みぞ お よしたか

京都京都 京都 

沖縄沖縄 沖縄 

札幌札幌 札幌 
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四
季
に
ぎ
わ
う
観
光
都
市
を
め
ざ
し
て

札
幌
に
訪
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
。訪
れ
た
人
に
は
札
幌
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
の
街
の
魅
力
づ
く
り
に
は
、

市
民
や
企
業
を
含
め
た
街
全
体
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

札
幌
市
で
は
、市
民
の「
お
も
て
な
し
の
心
」を

盛
り
込
ん
だ
観
光
事
業
を
積
極
的
に
展
開
中
で
す
。

国際観光誘致促進事業

アジアで札幌PR

アプローチ

人
を
引
き
付
け
る
街

市では、今後、旅行市場として有望な東アジア地

域で積極的なPR・誘致活動を行っています。平成15

年10月に中国の北京市、広州市および上海市で中

国観光セミナーを実施、平成16年3月には北京市と

大連市のマスコミ関係者を招へいしました。また、韓国

のソウルでも平成15年6月に、「韓国国際観光展

（KOTFA2003）」、さらに「ソウル・札幌の物産と観光
フェア」を平成16年2月に開催しています。

五
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
札
幌
市
観

光
産
業
経
済
波
及
効
果
に
よ
る
と
、
平
成

十
一
年
の
市
内
に
お
け
る
観
光
レ
ジ
ャ
ー

消
費
額
は
四
千
二
百
八
十
六
億
円
。
こ
れ

に
よ
る
経
済
波
及
効
果
は
生
産
額
で
六
千

百
二
十
四
億
円
で
す
。
こ
れ
は
、
約
四
万
千

人
が
一
年
間
に
わ
た
っ
て
就
労
で
き
る
額

に
な
り
ま
す
。
現
在
、
札
幌
へ
の
来
客
者
数

は
、
年
間
約
千
三
百
万
人
で
す
か
ら
、
市

が
現
在
目
標
に
掲
げ
て
い
る「
年
間
二
千

万
人
」の
実
現
は
、
本
市
経
済
に
ど
れ
だ
け

大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
か
が
お
分
か
り

い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

札
幌
が
お
客
さ
ま
を
引
き
付
け
る
街
と
な

る
た
め
に
、市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
事
業
を

企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、来
客
二
千

万
人
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、行
政
だ
け
で
は

な
く
市
民
・
企
業
と
の
協
働
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
”観
光
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
重
要
な
基
幹

産
業
で
あ
る
“。ま
ず
、
札
幌
の
街
全
体
が
、そ

の
認
識
を
持
た
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、札
幌
を
国
内
外
に
P
R
し
て
い
く
た
め
の

「
街
の
魅
力
」を
引
き
出
す
方
法
を
考
え
る
こ
と

も
必
要
で
す
。
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
の
が

「
さ
っ
ぽ
ろ
流
の
お
も
て
な
し
」。
お
客
さ
ま
を
迎

え
る
心
構
え
を
、札
幌
な
ら
で
は
の
形
で
準
備

す
る
の
で
す
。
そ
れ
が
見
つ
か
っ
て
こ
そ
、札
幌
に

年
間
二
千
万
人
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
と
い
う

大
き
な
目
標
に
近
づ
け
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

平成16年に完成した
新しい観光ポスター
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幌市 観光 対策 の 

さっぽろフィルムコミッション

ロケ隊を札幌に呼ぼう

札幌コンベンションセンター

さっぽろの魅力、こんなふうに

札
幌
市
の
観
光
事
業
の
一
つ
と
し
て
平

成
十
五
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る「
集
客

交
流
・
シ
テ
ィ
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」で
は
、

分
か
り
や
す
く
効
果
の
高
い
事
業
を
通
し

て
市
民
・
企
業
と
と
も
に
集
客
交
流
都
市

を
目
指
し
ま
す
。「
お
も
て
な
し
」「
ビ
ジ
ュ

ア
ル
」「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」の
三
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

お
も
て
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、街
全
体

で
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
気
持
ち
、市

民
の「
お
も
て
な
し
」の
心
を
札
幌
の
観
光

資
源
と
し
て
は
ぐ
く
も
う
と
す
る
も
の
で

す
。
市
民
の
お
も
て
な
し
意
識
を
高
め
る

広
告
や
、市
民
に
観
光
案
内
を
体
験
し
て

も
ら
う「
お
も
て
な
し
d
a
y
」な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、観
光
に
関
心
の

あ
る
市
民
と
の
意
見
交
換
の
場「
集
客
交

流
ア
イ
デ
ア
会
議
」や
、
観
光
関
連
事
業

者
を
対
象
と
し
た「
集
客
交
流
戦
略
懇
談

会
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
札
幌

の
魅
力
を
視
覚
に
訴
え
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

す
。
例
え
ば
、こ
の
ほ
ど
新
た
な
観
光
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
。
ま
た
、
観
光
写
真
、お
す
す

め
コ
ー
ス
、
絵
手
紙
な
ど
観
光
P
R
素
材
の

市
民
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、国
内
外
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
や
、主
に
東
ア

ジ
ア
で
盛
ん
な
企
業
の
報
奨
旅
行
で
数
百
人

か
ら
千
人
規
模
の
団
体
旅
行
と
な
る
イ
ン
セ

平成15年4月、（財）国際プラザ内にさっぽろフィル

ムコミッションを設立しました。主な活動は、映画制

作やCMなどのロケーションの紹介や撮影使用許可

申請のサポート。また、提供企業の紹介やボランテ

ィアのエキストラ登録も行います。市民はエキストラ

出演することで札幌PRに参加できます。ロケ地とな
ることでさまざまな景観が混在する札幌の魅力を、全

国、そして世界中に伝えることができるのです。

集
客
交
流
・

シ
テ
ィ
P
R
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

定山渓地域振興
魅力あふれる“奥座敷”へ

観光客にとって大きな魅力となる温泉。もっと多く

の方に定山渓を知ってもらい、札幌の良さを味わって

もらおうと、施設などの改修・新設を行っています。平

成15年には新名所として2つ目の足湯施設が完成し

ました。また、アジアからの観光客の対応に備えホテ

ル従業員の語学研修を支援しています。地域独自の

取り組みも盛んで観光スポットを無料巡回する「かっ

ぱバス」を昨年1日4回試験運行。地域と行政が共に

定山渓の振興に努めています。
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幌市 観光 対策 の 

さっぽろの魅力、こんなふうにアプローチ

観光案内所・観光ボランティア
街の顔となる札幌ガイド

「この近くに○○はないの？」と、観光客が気軽に立

ち寄れる窓口として、JR札幌駅南口などに観光案内

所があります。

こうした場では観光ボランティアも活躍しています。

観光ボランティアは、大通公園やさっぽろ雪まつり会

場の臨時観光案内所のほか、ライラックまつり・菊ま

つり・雪まつりの各イベントでも活動します。さらには、

外国語ボランティアの登録制度などで外国からのお

客さまに対応しています。

ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
六
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ

れ
ま
で
約
千
三
百
件
の
会
議
や
展
示
会
が

行
わ
れ
、
三
十
万
人
の
入
場
者
を
数
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
十
六
年
度
に
は
千
人
か

ら
三
千
人
規
模
の
大
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も

数
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

中
期
目
標
と
し
て
、
六
万
人
規
模
の
日
本

医
学
総
会
の
誘
致
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

十
五
年
は
二
件
だ
っ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
ツ
ア
ー
も
着
実
に
誘
致
に
成
功
し
て
お

り
、
十
六
年
に
は
既
に
八
件
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

観
光
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
P
R
・

誘
致
と
し
て
は
、
観
光
宣
伝
用
ビ
デ
オ

「
歓
迎
交
響
曲
」の
日
本
語
・
外
国
語
で
の

作
成
、
観
光
情
報
を
発
信
す
る
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ「
よ
う
こ
そ
さ
っ
ぽ
ろ
」の
公
開
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
道
外
都
市
で

の
観
光
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
、
東
ア
ジ
ア

各
国
で
の
観
光
セ
ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

観
光
案
内
板
の
充
実
や
外
国
語
対
応

が
可
能
な
観
光
案
内
所
の
設
置
や
六
カ

国
語
の
ガ
イ
ド
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な

ど
、
観
光
客
の
受
け
入
れ
体
制
も
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、市
で
は
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
て
、
平
成

十
五
年
度
に
は
三
百
八
十
人
の
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
登
録
、活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ほ
か
に
も「
来
札
客
の
満
足
度
調
査
」

を
年
に
二
回
実
施
し
て
観
光
客
の
生
の

声
に
耳
を
傾
け
、観
光
環
境
の
受
け
入
れ

体
制
に
関
す
る
現
状
・
課
題
を
知
る
努
力

も
し
て
い
ま
す
。
訪
れ
る
お
客
さ
ま
に
満

足
し
て
も
ら
う
た
め
の
環
境
づ
く
り
は
、

集
客
を
増
や
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
市
民
や
企
業
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が
、
今
後
ま
す
ま
す
大
切
に

な
る
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
魅
力
を
伝
え
る
た
め

札幌を紹介する
パンフレット「札幌四季」

観光情報webサイト

「ようこそさっぽろ」

観光情報を発信するこのサイトでは、行政情報や商

用目的に偏ることのない市民の「おもてなしの心」が

伝わる情報提供を目的としています。運営するのは、

NPO団体、学会、企業、行政などで構成される「ようこ

そさっぽろ運営委員会」です。札幌市民の意見・アイ

デア・参加によって成長するサイトを目指して、民間や

行政の区別のない新しい視点の「さっぽろ」から情報

を発信しています。

■ホームページアドレス http：//www.welcome.city.sapporo.jp/



「
さ
っ
ぽ
ろ
観
光
お
す
す
め
コ
ー
ス
と
写
真
コ

ン
テ
ス
ト
」も
実
施
。
自
分
の
好
き
な
札
幌
を

伝
え
よ
う
と
い
う
写
真
部
門
に
は
、百
九
十
四

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
誰
も
が
知
っ
て
い
る

観
光
施
設
・
ス
ポ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
く
、「
こ
の
場

所
か
ら
見
る
○
○
」と
い
っ
た
作
者
の
こ
だ
わ
り

が
垣
間
見
え
る
作
品
も
多
く
、市
民
の
札
幌
に

対
す
る
思
い
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

五
十
八
点
の
応
募
が
あ
っ
た
お
す
す
め
コ
ー

ス
部
門
は
、お
客
さ
ま
を
案
内
し
た
い
場
所
を

コ
ー
ス
に
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
大
賞
を
受
賞

し
た
作
品
を
み
る
と
、費
用
を
な
る
べ
く
か
け
な

い
で
思
い
出
を
作
れ
る
よ
う
に
設
定
し
た
も
の

や
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
市
電
に
乗
っ
て
見

所
を
回
る
も
の
、札
幌
の
開
拓
か
ら
現
在
ま
で

の
発
展
を
支
え
た「
産
業
遺
産
」を
回
る
も
の
な

ど
、着
眼
点
が
個
性
的
で
す
。
お
客
さ
ま
の
身
に

な
っ
て
考
え
た
コ
ー
ス
だ
か
ら
こ
そ
、少
し
で
も
札

幌
の
街
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が

広報さっぽろ 増 刊 号 7

訪れるお客さまが満足する街とは、そこに住む市民が胸を張って誇れる街ではないでしょうか。住んでいるからこそ知って
いる札幌の素晴らしさを外に向かって発信できれば、何よりの札幌PRになるはずです。15年度に実施した「さっぽろ絵手
紙コンテスト」と「さっぽろ観光 おすすめコースと写真コンテスト」には、札幌の魅力を伝えようという、市民の思いが詰ま
った応募が数多く寄せられました。

迎える心を一つに合わせて 迎える心を一つに合わせて 
お客さまを招くための、市民みんなの気持ち

大賞：「天空の丘に遊ぶ」（モエレ沼公園）

金賞：「風雪百年」（旧道庁）

金賞：「夏の彩り」（滝野フラワーガーデン）旧道庁

テレビ塔

「
来
客
二
千
万
人
」を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

街
全
体
で
お
客
さ
ま
を
温
か
く
迎
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
こ
で
集
客
交
流
・
シ
テ
ィ
P
R
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
大

き
な
テ
ー
マ
に
、三
つ
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
。
市

民
手
づ
く
り
の
札
幌
の
魅
力
を
、た
く
さ
ん
寄

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
自
分
の
大
切
な
人
を

札
幌
に
招
く
と
き
に
送
り
た
い
絵
手
紙
」と
い
う

の
が
募
集
の
テ
ー
マ
で
す
。
自
分
の
好
き
な
札
幌

の
表
情
や
、見
て
も
ら
い
た
い
札
幌
の
魅
力
を
絵

に
表
し
て「
お
も
て
な
し
の
言
葉
」を
添
え
ま
す
。

応
募
に
は
、大
通
公
園
や
赤
レ
ン
ガ
の
ほ
か
、

雪
、ラ
ー
メ
ン
な
ど
札
幌
ら
し
さ
が
あ
ふ
れ
る
九

十
三
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
送
り

主
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
の
か
、受
け
取
っ
た
人

の
笑
顔
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
な
温
か
さ
が
伝
わ

り
ま
す
。
市
民
一
人
ひ
と
り
の「
札
幌
に
来
て
ほ

し
い
」と
い
う
思
い
が
相
手
に
届
け
ば
、訪
れ
る

人
の
数
も
確
実
に
増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。

！ 幌 魅力 を伝えたい の 

絵
手
紙
に「
お
も
て
な
し
」の

言
葉
を
添
え
て

自
慢
の
札
幌
を
写
真
と

コ
ー
ス
で
伝
え
よ
う

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
街
に
誇

り
を
持
ち
、迎
え
る
お
客
さ
ま
を
も
て
な
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
、
市
民
の
間
に
も
し
っ
か

り
と
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

さっぽろ観光写真コンテスト
受賞作品から

絵手紙
コンテスト
入賞作品から 今

回
の
絵
手
紙
コ
ン
テ
ス
ト
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

の
優
秀
作
を
も
と
に
六
種
類
の
絵
は
が
き
を
作

成
し
、
区
役
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
年

度
に
は
、
新
し
い
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
絵
柄
に
し
た

絵
は
が
き
を
、
広
報
さ
っ
ぽ
ろ
に
綴
じ
込
み
全
世

帯
に
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
市
外
の
友
人
・
知
人
に

送
っ
て
札
幌
を
P
R
し
て
く
だ
さ
い
。



「北海道を代表してお客さまをお迎えする
気持ちは、私1人だけじゃダメなんです」

広報さっぽろ 増 刊 号 8

バスガイドとして十数年の経歴を持つ主婦。札幌
市主催の「集客交流市民アイデア会議」にも出席。
ガイドのプロとしての経験を生かす場を模索中。

「
集
客
交
流
市
民
ア
イ

デ
ア
会
議
」メ
ン
バ
ー

大
滝
由
紀
さ
ん

N
P
O
法
人
北
海
道
観
光
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
協
議
会
副
会
長

座
長伏

島
信
治
さ
ん

「
お
も
て
な
し
d
a
y
」

参
加
メ
ン
バ
ー

相
馬
剛
幸
さ
ん

「
集
客
交
流
戦
略

懇
談
会
」メ
ン
バ
ー

田
崎
悦
子
さ
ん

国
際
プ
ラ
ザ
勤
務
の

国
際
交
流
員
韓
国
出
身

盧
稀
珍
さ
ん

英
語
・
日
本
語
の
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
発
行
会
社
の
代
表

日
色
無
人
さ
ん

「
よ
う
こ
そ
さ
っ
ぽ
ろ
」

H
P
運
営
メ
ン
バ
ー

吉
村
卓
也
さ
ん

（
五
十
音
順
）

メ
ン
バ
ー
紹
介

「集客交流市民アイデア会議」メンバー

大滝由紀（おおたき・ゆき）さん

札
幌
に
足
り
な
い
も
の

札
幌
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い
。

そ
ん
な
思
い
を
抱
え
る
市
民
の
方
々
に

札
幌
観
光
を
大
い
に
語
る

ゼ
ミ
形
式
の
討
論
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

討
論
会
で
は
参
加
者
の
札
幌
に
対
す
る
思
い
を
込
め
た
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
札
幌
の
魅
力
を
引
き
出
す
た
め
の
討
論
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
辛
口
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

伏
島

「
新
し
い
さ
っ
ぽ
ろ
探
し
」が
今
日
の
テ

ー
マ
で
す
。
ま
ず
、観
光
都
市
・
札
幌
を
ど
う
思

い
ま
す
か
。

日
色

今
ま
で
は
素
材
頼
り
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。「
お
も
て
な
し
」と
い
う
意
味
で
は
、こ
れ
か

ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
の
方
が
多
い
で
す
ね
。

大
滝

ガ
イ
ド
を
し
て
い
た
こ
ろ
の
ご
あ
い
さ
つ

は
、「
北
海
道
民
を
代
表
し
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
」で
し
た
。
そ
の
気
持
ち
が
何
よ
り
も
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

相
馬

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
観
光
案
内
を
し
ま
し

た
が
、実
際
に
案
内
し
た
相
手
は
札
幌
市
民
で



「滞在型観光地を目指すなら、公共交通機関の整
備をしないと『これでも観光地？』と言われます」

広報さっぽろ 増 刊 号 9

！ 幌 改革 しよう を 

「おもてなしday」参加メンバー

観光地をボランティアが案内する「おもてなし
day」に参加。NPO団体「観光イベント21の会」
にも参加し、積極的に札幌観光に携わる。

相馬剛幸（そうま・たかゆき）さん

航空会社に勤務する一方、地域活性化
のための活動も精力的に行う。"北海
道が好き"で札幌に移住。札幌在住者と
してもっと札幌を知ろうと思い始める。

「集客交流戦略懇談会」メンバー

田崎悦子（たさき・えつこ）さん

「一言が足りません。『あっ』と思っているうちに
お皿を下げられてしまいます」

し
た
。
そ
の
場
所
に
来
た
の
は
初
め
て
だ
と
。

伏
島

地
元
を
知
ら
ず
に「
お
も
て
な
し
」

は
で
き
ま
せ
ん
。
観
光
地
と
し
て
も
っ
と
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
す
ね
。

日
色

接
客
に
つ
い
て
言
え
ば
、お
客
さ

ま
が
ど
う
す
れ
ば
喜
ぶ
か
を
考
え
て
い

な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

田
崎

言
葉
不
足
も
そ
の
一
つ
で
す

ね
。
お
料
理
を
運
ん
で
き
た
と
き
に「
お

待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
」の
一
言
が
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

吉
村

同
感
で
す
。
先
日
、知
人
が
温

泉
旅
館
に
泊
ま
ろ
う
と
電
話
を
か
け
た
と
こ
ろ

「
旅
行
会
社
に
聞
か
な
い
と
分
か
り
ま
せ
ん
」と

言
わ
れ
て
憤
慨
し
て
い
ま
し
た
。

伏
島

私
も
初
め
て
電
話
し
た
ホ
テ
ル
に
、「
ち
ょ

っ
と
待
っ
て
ね
」と
言
わ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す

よ
。お
客
さ
ま
に
対
す
る
言
葉
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
滝

私
の
経
験
か
ら
言
っ
て
も
、お
迎
え
す
る

気
持
ち
が
も
う
少
し
感
じ
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

盧

接
客
と
い
う
点
で
は
、欧
米
人
な
ど
の

友
達
と
出
掛
け
る
と
私
だ
け
扱
い
が
違
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
日
本
語
を
話
し
て
ア
ジ
ア
の
顔
を

し
て
い
る
と
外
国
人
と
思
わ
れ
な
い
よ
う
で
。

伏
島

外
国
人
と
い
う
と
欧
米
人
だ
と
い
う
感

覚
が
あ
る
み
た
い
で
す
。
恥
ず
か
し
い
部
分
で
す

ね
。ア
ジ
ア
の
お
客
さ
ま
へ
の
応
対
は
今
後
の
課

題
で
す
。

日
色

札
幌
は
国
際
都
市
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

と
い
う
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
、日
本
語
と
英
語

の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
広
告
に
お
店
の
名
前
を
載

せ
る
の
を
た
め
ら
う
人
が
い
ま
す
。
実
際
に
外
国

人
の
お
客
さ
ま
が
来
て
は
困
る
と
。
相
手
が
外

国
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
外
国
語
を
話
す
必
要
は

な
い
の
に
、腰
が
引
け
て
し
ま
う
。
私
た
ち
だ
っ

て
、海
外
で
そ
の
国
の
言
葉
で
笑
顔
で
歓
迎
さ

れ
る
と
う
れ
し
い
は
ず
な
の
に
。

盧

国
際
化
と
い
う
意
味
で
遅
れ
て
い
る
の

は
パ
ソ
コ
ン
設
備
の
少
な
さ
で
す
。
不
自
由
を
感

じ
ま
す
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
自
国
の

言
葉
で
情
報
を
探
せ
る
の
に
。
海
外
か
ら
の
お
客

さ
ま
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
自
分
で
情
報

を
探
す
こ
と
に
慣
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

吉
村

札
幌
の
ホ
テ
ル
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
重

要
性
が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

伏
島

と
こ
ろ
で
、札
幌
を
中
心
と
し
た
北
海

道
観
光
の
今
後
に
必
要
な
も
の
は
何
で
し
ょ
う
。

大
滝

ツ
ア
ー
旅
行
を
改
善
し
て
ほ
し
い
で
す
。
今

の
ま
ま
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
無
理
が
あ
り
ま
す
。

相
馬

北
海
道
の
距
離
感
を
知
ら
な
い
人
が
ツ

ア
ー
の
企
画
を
し
て
い
る
感
じ
が
し
ま
す
。

大
滝

代
金
が
安
い
か
ら
、お
客
さ
ま
も
仕
方

な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
み
た
い
で
す
。
信
じ
ら
れ

な
い
く
ら
い
安
い
ツ
ア
ー
旅
行
が
、最
近
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
し
。

吉
村

そ
れ
も
問
題
で
す
ね
。
あ
ま
り
に
安
い

ツ
ア
ー
だ
と
、北
海
道
は
安
い
所
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

田
崎

誰
も
が
安
い
ツ
ア
ー
を
望
ん
で
い
る
わ
け

地
元
発
信
の
企
画
づ
く
り
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バイリンガルフリーペーパー発行会社の代表

（有）ジーン代表。英語・日本語のバイリンガルフリーペーパ
ー発行など積極的な国際化活動を展開。日本や海外の各
地で居住経験がある。北海道が好きで札幌に移住。

日色無人（ひいろ・むじん）さん

韓国出身。国際交流員として札幌国際プラザで外国人
観光客に日々接する。日本在住歴は11年で日本語も
堪能。最終的に住みたい場所は札幌。

国際プラザ勤務の国際交流員韓国出身

盧稀珍（の・ひじん）さん

「他の街の情報も必要です。
海外で観光PRをするときに札幌
だけじゃもったいないです」

「地元で企画すればもっと良くなります。
ここでしか味わえないツアーが
できるはずです」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
い
お
金
を
払
っ
て
で
も「
お

い
し
い
物
を
食
べ
て
ゆ
っ
く
り
し
た
い
」と
思
う
人

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
の
に
、も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。
地
元
で
素
晴
ら
し
い
企
画
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
に
、う
ま
く
情
報
発
信
で
き
て
い
な
い
と

感
じ
ま
す
。

日
色

海
外
で
は
、お
金
を
掛
け
な
い
で
も
楽

し
め
た
り
、お
金
を
掛
け
る
場
合
に
は
一
流
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。札
幌

に
も
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
性
や
、ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の

多
様
性
が
も
っ
と
必
要
で
す
ね
。

盧

韓
国
か
ら
来
る
と
、ツ
ア
ー
旅
行
の
方
が

費
用
が
掛
か
り
ま
す
。だ
か
ら「
観
光
は
自
分
で

回
ろ
う
」と
思
う
の
に
情
報
が
な
い
。観
光
ス
ポ

ッ
ト
の
情
報
は
あ
る
の
で
す
が
、そ
れ
を
つ
な
い

だ
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

日
色

個
人
旅
行
者
向
け
に
、地
元
発
信
の
モ

デ
ル
コ
ー
ス
は
作
る
べ
き
で
す
。旅
行
の
企
画
は
こ

れ
か
ら
伸
び
る
市
場
で
す
か
ら
、競
争
で
良
い
企

画
が
ど
ん
ど
ん
で
き
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

相
馬

モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
一
環
と
考
え
れ
ば
、観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
回
る「
り
ん
く
る
バ
ス
」の
発
想
は

良
い
と
思
い
ま
す
。

吉
村

今
後
は
ツ
ア
ー
よ
り
も
個
人
の
お
客
さ
ま

の
方
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
お
客
さ
ま
が
満
足
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
も

大
事
で
す
ね
。

伏
島

ツ
ア
ー
を

離
れ
た
観
光
と
い

う
意
味
で
は
、今
後

リ
ゾ
ー
ト
都
市
と
し
て
の
可
能
性
も
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

吉
村

長
期
滞
在
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
題
材
と

し
て
も
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。札
幌
に
は
長
く

居
て
分
か
る
良
さ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
か
ら
。

伏
島

地
元
か
ら
札
幌
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く

の
に
、効
果
的
な
方
法
は
ほ
か
に
も
あ
る
で
し

ょ
う
か
。

日
色

プ
ロ
の
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
の
育
成
は
ど
う

で
し
ょ
う
。観
光
案
内
の
技
術
だ
け
で
は
な
く
、

「
お
も
て
な
し
」の
心
を
育
て
る
場
を
つ
く
る
。

大
滝

や
っ
て
み
た
い
で
す
。市
民
の
中
に
も
、観

光
に
か
か
わ
っ
て
み
た
い
と
思
う
人
は
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
。

吉
村

市
民
が
あ
こ
が
れ
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
公
的
認
定
の
資
格
を
作
る
べ

き
で
す
。

日
色

も
う
一
つ
。札
幌
は
北
海
道
の
玄
関
口

だ
と
い
う
認
識
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

提
案
し
た
い
の
が
ア
イ
ヌ
文
化
を
意
識
す
る
こ
と

で
す
。ア
イ
ヌ
民
族
は
北
海
道
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
と
言
え
る
存
在
で
す
。極
端
に
言
え
ば
、ハ

ワ
イ
で
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
観
光
客
を
歓
迎
す

る
よ
う
に
、千
歳
空
港
で
ア
イ
ヌ
の
民
俗
舞
踊
を

踊
る
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
。

吉
村

特
に
外
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
は
ア
イ
ヌ

民
族
に
つ
い
て
知
り
た
が
っ
て
い
ま
す
。

伏
島

昨
年
は
南
区
に「
ア
イ
ヌ
文
化
交
流
セ

札
幌
は
北
海
道
の
玄
関
口

平成15年にオープンした札幌市アイヌ
文化交流センター
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！ 幌 改革 しよう を 

NPO法人北海道観光バージョンアップ協議会副会長
（前札幌国際大学観光学部教授）

「北のたびづくり検討委員会」委員長や「観光の苦情等に
関する検討委員会」委員長などを務め、北海道の観光に
造詣が深い。北海道が好きで札幌に移住。

伏島信治（ふせじま・しんじ）さん

座長として今回の誌上ゼミナールを統括してみました

「いちげんさんじゃないお客さ
まを呼ぶという、高い目標を
持って札幌を変えましょう」

「ようこそさっぽろ」HP運営メンバー・
北海道東海大学国際文化学部助教授

NPO法人「シビックメディア」で観光情報サイト
「ようこそさっぽろ」を運営。96年に札幌に移住。札
幌観光のHPを作成することで札幌を再発見中。

吉村卓也（よしむら・たくや）さん

「格安ツアーのせいで
『安いイメージ』がついてしまったら、
北海道がかわいそうです」

学
生
に
観
光
学
を
教
え
て
き
た
私
に

と
っ
て
、
ゼ
ミ
は
市
民
の
声
・
現
場
の
声
を

聞
く
良
い
機
会
で
し
た
。
出
席
者
の
う
ち

私
を
含
め
て
五
人
ま
で
が
道
外
か
ら
の
移

住
者
で
す
。
活
発
な
意
見
が
多
か
っ
た
の

は
、
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
こ
の
街
に
住
む
よ

う
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
札
幌
観
光

は
札
幌
だ
け
で
は
完
結
し
ま
せ
ん
。
他
地

域
を
観
光
す
る
人
が
多
い
の
が
実
状
で

す
。
討
論
会
の
中
で
、
札
幌
は
観
光
地
で

は
な
い
と
い
う
厳
し
い
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
札
幌
の
観
光
の
質
を
直

視
し
て
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
職
業
意
識

を
磨
く
と
と
も
に
、
今
後
は
広
域
的
な
P

R
活
動
を
考
え
る
べ
き
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
地
元
発
信
と
い
う
点
。
ツ

ア
ー
の
企
画
で
も
地
元
か
ら
外
へ
投
げ
掛

け
る
動
き
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
長
期
的
な
視

野
で
札
幌
の
街
を
つ
く
り
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
主
導
で
、
行
政
の

責
任
に
お
い
て
進
め
る
べ
き
こ
と
で
す
ね
。

同
時
に
市
民
や
企
業
も
同
じ
タ
ー
ゲ
ッ
ト

を
範
ち
ゅ
う
に
入
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
街
の
つ
く
り
直
し
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
訪
れ
る
お
客
さ
ま
は
札
幌
に
何

を
期
待
し
、
何
を
感
じ
た
い
の
か
。
私
た

ち
は
こ
れ
を
も
っ
と
意
識
し
な
が
ら
、
札

幌
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

札
幌
市
も
新
年
度
か
ら
観
光
文
化
局

の
新
設
に
伴
っ
て
、
ま
す
ま
す
観
光
施
策

に
力
を
入
れ
る
と
聞
き
ま
す
。
今
回
の
市

民
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
関
連
業
者
並
び

に
そ
こ
で
働
く
方
々
に
、
こ
こ
で
発
信
さ

れ
た
思
い
が
届
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

ン
タ
ー
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
し
、

ア
イ
ヌ
語
の
地
名

や
そ
の
意
味
は
残

し
て
い
く
べ
き
で

す
ね
。

盧

私
自
身
も

よ
く
知
ら
な
い
の
で
お
客
さ
ま
に
説
明
で
き
ま

せ
ん
。情
報
が
な
く
て
あ
き
ら
め
て
帰
る
人
も
い

ま
す
。も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。沖
縄
で
は
琉
球
民

俗
の
衣
裳
で
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
が
、あ
あ
い
う

の
が
あ
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

田
崎

北
海
道
の
玄
関
口
と
し
て
意
識
す
る

な
ら
、札
幌
を
拠
点
と
し
た
北
海
道
観
光
の
可

能
性
も
広
が
り
ま
す
。
札
幌
に
連
泊
し
な
が

ら
小
樽
や
支
笏
湖
を
観
光
す
る
。
札
幌
で
は

「
K
i
t
a
r
a
」で
音
楽
、「
芸
術
の
森
」で
絵

画
や
陶
芸
と
。
そ
う
い
う
や
り
方
な
ら
、
ご
年

輩
の
方
に
も
無
理
が
な
い
。

相
馬

中
高
年
層
の
お
客
さ
ま
の
た
め
に
は
公

共
交
通
機
関
の
整
備
も
必
要
で
す
。札
幌
、北
海

道
は
自
家
用
車
で
移
動
す
る
こ
と
を
前
提
に
街

が
作
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。で
す
が
、

観
光
に
訪
れ
る
中
高
年
層
で
は
公
共
交
通
が
移

動
の
手
段
で
す
か
ら
。

盧

韓
国
か
ら
の
お
客
さ
ま
も
観
光
す
る
の

は
札
幌
以
外
と
い
う
方
が
多
い
で
す
ね
。海
外
で

札
幌
市
を
P
R
す
る
と
き
は
、他
の
街
の
説
明
も

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

伏
島

近
隣
の
都
市
を
含
め
た
広
域
の
P
R
活

動
が
今
後
は
必
要
で
す
ね
。

キ

タ

ラ
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幌 観光産業 を学ぶ の 

日
本
の
観
光
産
業
に
足
り
な
い
の
が
情
報
の
活
用
。

そ
こ
か
ら
、「
観
光
情
報
学
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
北
海
道
大
学
教
授
・
大
内
東
さ
ん
主

宰
の「
さ
っ
ぽ
ろ
観
光
情
報
学
研
究
会
」で
は
、
情
報
と
い
う
視
点
か
ら
地
域
の
観
光
産

業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
見
、
相
入
れ
な
い
よ
う
な「
観

光
」
と「
学
問
」で
す
が
、
そ
の
関
係
に
は
奥
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う
で
す
。

観
光
を
学
術
的
に
研
究
す
る
機
関

観
光
産
業
の
四
つ
の
要
素
で
あ
る
観
光
者
・

行
政
、企
業
、観
光
資
源
。こ
れ
ら
を
密
接
に
結

び
付
け
る
の
が「
情
報
」で
す
。し
か
し
現
状
で
は
、

四
要
素
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら「
情
報
」を
集

め
、発
信
し
、利
用
す
る
と
き
の
横
の
つ
な
が
り

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
経
済
活
性
に
大
き

な
役
割
を
担
う
観
光
産
業
を
盛
り
上
げ
る
に

は
、こ
の
情
報
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
が「
観
光
情
報
学
」で
す
。

「
観
光
情
報
学
」は
、観
光
を
学
問
的
に
支
援

す
る
新
し
い
学
問
で
も
あ
り
ま
す
。こ
の
視
点
か

ら
活
動
を
始
め
た
北
海
道
大
学
の
大
内
教
授
は
、

現
場
の
問
題
が
研
究
活
動
の
テ
ー
マ

こ
れ
か
ら
の
札
幌
市
の
大
き
な
役
割

情報を
に

観光を
盛り
上げよう！

さっぽろ
観光の

アカデミック・
サイド

～さっぽろ観光情報学研究会～

さまざまな分野からの出席者が会する「さっぽろ観光情報学研究会」

研究会を主宰する大内教授
（写真左）

Key

長
期
的
な
視
野
で
観
光
を
と
ら
え
る
と
き
、

企
業
は
ど
う
し
て
も
目
の
前
の
利
潤
を
追
求
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、研
究
機
関
だ
け
で
は
研

究
結
果
を
実
践
し
て
い
く
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、行
政
の
力
が
大
き
な

役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。で
す
か
ら
、今

後
の
札
幌
観
光
を
考
え
る
と「
産
・
学
・
官
」の
三

者
が
そ
ろ
っ
た
こ
と
は
大
き
な
進
歩
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
新
年
度
か
ら
札
幌
市
に
観
光

文
化
局
も
新
設
さ
れ
、来
札
者
二
千
万
人
を
目

指
し
て
観
光
に
力
を
入
れ
る
流
れ
に
向
か
う
行

政
に
と
っ
て
、企
業
や
研
究
機
関
と
の
連
携
が
大

き
な
後
押
し
と
な
る
は
ず
で
す
。
企
業
の
問
題
に

研
究
機
関
が
論
理
付
け
を
行
い
、行
政
が
動
く

と
い
う
三
者
の
関
係
は
今
後
さ
ら
に
大
切
に
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
お
う
ち
あ
ず
ま

観
光
産
業
の
研
究
機
関
と
し
て
の
実
践
的
な

部
分
は
、企
業
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
方
法
を

考
え
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、研
究
活
動
の
一
つ

で
あ
る
、札
幌
の
ホ
テ
ル
を
グ
レ
ー
ド
分
け
す
る

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、す
べ
て
の
ホ
テ
ル
が
同
じ

土
俵
で
価
格
競
争
し
て
い
る
現
状
を
変
え
る
た

め
の
も
の
で
す
。
研
究
グ
ル
ー
プ
が
用
意
し
た
項

目
を
も
と
に
各
ホ
テ
ル
が
自
己
採
点
し
、自
分
の

ホ
テ
ル
が
ど
の
グ
レ
ー
ド
に
入
る
か
を
納
得
し
た

上
で
振
り
分
け
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、グ
レ
ー
ド

の
違
う
ホ
テ
ル
間
で
の
競
争
を
な
く
す
の
が
目
的

で
す
。

ま
た
、こ
の
グ
レ
ー
ド
分
け
は
ホ
テ
ル
の「
お
も

て
な
し
」向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ホ
テ
ル
の
グ
レ

ー
ド
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
提
供
し
て
い
れ
ば
、お

客
さ
ま
は
そ
れ
を
基
準
に
ホ
テ
ル
を
選
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。「
お
客
さ
ま
が
ホ
テ
ル
に
期
待
す
る
サ

各
地
域
で
町
お
こ
し
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

団
体
に
着
目
し
ま
し
た
。
各
団
体
は
互
い
に
似
た

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
横
の
つ

な
が
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、互
い
の

情
報
を
交
換
す
る
場
と
し
て「
観
光
情
報
学
研
究

会
」を
、そ
し
て
全
国
規
模
で
の
活
動
を
行
う「
観

光
情
報
学
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。
今
で
は
、学
会

に
は
大
学
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
行
政
や
企

業
、N
P
O
団
体
か
ら
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

ー
ビ
ス
」と「
ホ
テ
ル
が
用
意
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
」の

間
の
ギ
ャッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で
、お
客
さ
ま
の
ホ

テ
ル
に
対
す
る
満
足
度
が
高
く
な
り
、ホ
テ
ル
の

「
お
も
て
な
し
」評
価
が
上
が
る
の
で
す
。



コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
都
市
と
し
て
の
機
能

株式会社北海道アート社

佐藤臣里（さとう・しげのり）さん
PROFILE
地域と写真をテーマにした仕事に携わる者
として、写真がキーワードの企画を「コンベ
ンション関連産業札幌ネットワーク」に提
案。道内で開催される写真コンテストを一
堂に集め、北海道の写真・ロケーションの
見本市のようなコンベンションを開くという
この提案が最優秀を受賞し、「北海道フォ
トコンベンション2003」を主催・運営。

コンベンション 

新時代のリーディングあ 都市・札幌 
会議などのために各地から多くの人が集まり、観光としての要素もあるコンベンションには、経済

効果への期待という意味でも注目が集まります。積極的にコンベンション誘致を進める札幌市

では、「札幌コンベンションセンター」を開設するなど開催地としての機能も整えています。センタ

ーのオープニング企画として平成15年11月に「フォトコンベンション」を主催した、株式会社北海

道アート社の佐藤臣里さんにコンベンション都市・札幌についてお話ししていただきました。

広報さっぽろ 増 刊 号 13 「北海道フォトコンベンション2003」主会場

フ
ォ
ト
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
の
開
催
地
が
札

幌
で
あ
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
は
確
か
に
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
、

人
口
が
多
い
と
い
う

点
で
す
。
多
く
の
人
、

広
い
層
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
。
道

内
の
他
地
域
で
は
不
可
能
な
部
分
で
す
。
そ
れ

と
、「
都
市
機
能
」と「
土
地
の
広
さ
」と「
低
廉
な

費
用
」の
三
つ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
で
す
。
約

五
千
点
の
写
真
展
示
を
し
ま
し
た
が
、こ
れ
も

札
幌
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
で
す
。
首
都
圏
で
札
幌

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
大
き
な
施
設

を
使
用
し
て
同
じ
規
模
で
開
く
の
は
、費
用
面

で
厳
し
い
と
思
い
ま
す
。セ
ン
タ
ー
へ
の
交
通
ア
ク

セ
ス
も
決
し
て
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
出
展

者
の
中
か
ら
は「
地
下
鉄
駅
か
ら
遠
い
」と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。セ
ン
タ
ー
の
設
備
と
し
て
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
の
運
営
が
あ
れ
ば
、利
便
性
が
も
っ
と

高
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

セ
ン
タ
ー
設
立
前
は
、ホ
テ
ル
が
中
心
と
な
っ
て

札
幌
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
る
下
地
を

整
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、セ
ン
タ
ー
と
ホ

テ
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
生
か
し
た
役
割
分

担
や
、会
場
と
宿
泊
施
設
と
し
て
の
組
み
合
わ

せ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ね
。セ
ン
タ
ー
の

魅
力
は
、公
設
だ
か
ら
こ
そ
で
き
た
施
設
の
大
き

さ
だ
と
思
い
ま
す
。フ
ォ
ト
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、

会
場
を
分
散
さ
せ
ず
に
す
べ
て
を
一
カ
所
に
収

め
ら
れ
た
の
は
セ
ン
タ
ー
だ
か
ら
こ
そ
で
す
。セ
ン

タ
ー
の
設
立
で
主
催
者
に
選
択
肢
が
増
え
た
の

は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

ま
た
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
も
観
光
も
人
を
迎
え
る

と
い
う
意
味
で
は
同
じ
で
す
か
ら
、観
光
地
と
し

て
の
お
も
て
な
し
の
心
の
足
り
な
さ
が
、コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
開
催
地
と
し
て
も
出
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
住
む

街
に
自
信
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
訪

れ
る
人
に
も
伝
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
見
て
、「
写
真

を
本
当
に
好
き
な
人
た
ち
の
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
っ

た
。
そ
れ
が
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
く
だ
さ
る
方
が

い
ま
し
た
。そ
う
い
う
気
持
ち
の
伝
わ
り
方
が
大

切
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

視
察
に
訪
れ
る
た
び
に
セ
ン
タ
ー
で
は
大
き
な

学
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、稼
働
率
は
悪

く
な
い
よ
う
で
す
。こ
れ
か
ら
の
展
望
と
し
て
は
、

夏
場
は
道
外
か
ら
人
を
呼
び
や
す
い
の
で
全
国

的
な
学
会
を
誘
致
し
、あ
ま
り
人
が
来
な
い
冬

に
は
道
内
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。そ
う
い
う
、

季
節
ご
と
の
使
い
分
け
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

道
外
に
向
け
て
は
、札
幌
の
環
境
の
良
さ
と

組
み
合
わ
せ
て
誘
致
す
べ
き
で
す
ね
。
今
回
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
終
了
後
に
東
京
の
協
賛
企
業
や

雑
誌
社
の
方
か
ら
、「
開
催
時
期
を
ホ
ワ
イ
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
時
期
に
合
わ
せ
れ
ば
、撮
影

も
兼
ね
て
本
州
か
ら
の
参
加
者
も
増
え
る
の
で

は
」と
い
う
話
が
出
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は
、国
際

会
議
誘
致
が
今
後
の
課
題
で
し
ょ
う
。
日
本
に

呼
ん
だ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
を
、日
本
の
中
の
札
幌
で

開
催
す
る
た
め
の
要
素
。
他
都
市
と
の
差
別
化

は
、や
は
り
気
候
と
食
を
絡
め
る
べ
き
、そ
れ
が

札
幌
ら
し
さ
で
も
あ
り
ま
す
。ア
ジ
ア
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
も
、札
幌

は
ア
ジ
ア
圏
で
は
珍

ら
し
い
北
方
都
市
の

一
つ
で
す
。「
涼
し
い
札

幌
で
会
議
を
開
き
ま

し
ょ
う
」と
い
う
呼
び

込
み
方
法
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

フォトコンベンションを振り返る主催者と出展者

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
受
け
入
れ
体
制

主催者側の予想を上回る 12,500人の参加者

ー
デ
ィ
ン
グ
都
市
と
し
て
の
可
能
性

コリ
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平松宏之（ひらまつ・ひろゆき）さん
PROFILE
1952年東京生まれ。
日本を代表するフランス料理のオーナーシェフ。
1970年料理人としての人生を歩み始める。フランスに
渡りレストランで修行後帰国して東京・西麻布に「ひら
まつ亭（現レストランひらまつ）」を開店。東京を中心に
6店、ほかに博多にレストランを次々オープン。2003年
パリ店が日本人オーナーシェフの店として、レストランの
ガイドブックで有名な「ミシュラン」の星を獲得。今年4
月に札幌・円山に「ル・バエレンタル」をオープン。

―
ま
ず
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ

ん
海
外
生
活
も
豊
富
な
平
松
シ
ェ
フ
か
ら
見
て
、
観

光
都
市
・
札
幌
の
印
象
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

誤
解
を
恐
れ
ず
に
い
う
と
、札
幌
に
は
料
理

文
化
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、京
都
に
行
け
ば
懐
石
料
理
も
食
べ
た
い
し
、

す
き
焼
き
も
食
べ
た
い
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

札
幌
に
来
て
食
べ
た
い
も
の
と
い
え
ば
、カ
ニ
、ラ

ー
メ
ン
、ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
。こ
れ
だ
け
で
料
理
文
化

と
呼
ぶ
に
は
少
々
無
理
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
食

材
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
要
因
で
す
が
、た
だ
そ
れ

だ
け
で
札
幌
に
料
理
文
化
が
育
た
な
か
っ
た
と

は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。つ
ま
り
、札
幌
圏
で

完
結
し
て
い
て
、互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
風
潮
が

な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、切
磋
琢

磨
し
て
上
を
目
指
そ
う
に
も
、ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂

点
に
位
置
す
る
よ
う
な
飛
び
抜
け
た
お
店
も
見

あ
た
り
ま
せ
ん
。こ
れ
で
は
、私
自
身
が
札
幌
で

料
理
文
化
を
楽
し
も
う
と
し
て
も
無
理
な
わ
け

で
す
。

スペシャルインタビュー

平
松
シ
ェ
フ
に
聞
く「
観
光
都
市
さ
っ
ぽ
ろ
」の
実
力

「
ま
ず
料
理
文
化
の

確
立
が
不
可
欠
で
す
。」

札
幌
に
料
理
文
化
を

根
付
か
せ
た
い

日
本
を
代
表
す
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
界
の
逸
材
・
平
松
宏
之
シ
ェ
フ
。

海
外
生
活
の
経
験
も
豊
富
な
、
平
松
シ
ェ
フ
に「
さ
っ
ぽ
ろ
」
そ
し
て「
お
も
て
な
し
」に
つ
い
て

き
た
ん
の
な
い
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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？ 幌 おもてなし 
とは 流の 

こ
れ
は
な
に
も
料
理
文
化
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、札
幌
を
含
む
北
海
道
観
光
全
般
に
も
い
え

る
こ
と
で
す
。つ
ま
り
、す
べ
て
の
面
で
横
並
び
の

感
じ
が
し
て
、サ
ー
ビ
ス
や
価
格
で
飛
び
抜
け
た

と
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
も
っ
と
サ
ー

ビ
ス
や
価
格
的
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、富
裕
層
を
引
き
付
け
る

企
画
や
場
所
が
、も
っ
と
も
っ
と
あ
る
べ
き
で
す
。

今
の
札
幌
、い
や
北
海
道
観
光
に
は
格
安
な
ス

―
そ
の
札
幌
に
、
こ
の
春
に
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
出
店
に
当
た
っ

て
の
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
、こ
の
日
本
に
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
広
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
フ
ラ

ン
ス
か
ら
帰
国
後
、ま
ず
東
京
を
中
心
に
レ
ス
ト

ラ
ン
や
ビ
ス
ト
ロ
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
次
に

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
根
付
か
せ
た
い
都
市
と
し
て
、

真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
が
札
幌
で
し
た
。そ
れ
は
、

札
幌
が
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
夏
も
さ
わ
や

か
で
、フ
ラ
ン
ス
と
空
気
が
似
て
い
た
か
ら
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
う
思
い
立
っ
た
の
が
、今
か
ら
か
れ

こ
れ
十
五
年
前
の
こ
と
。
そ
の
後
、札
幌
へ
の
出

店
は
、場
所
の
問
題
や
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
整

わ
な
く
て
、今
年
ま
で
延
び
延
び
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
も
十
五
年
た
っ
た
今
で
も
、い

ま
だ
に
札
幌
に
は
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
最
高

の
お
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
る
お
店
が
ほ
と
ん

―
平
松
シ
ェ
フ
に
と
っ
て
、レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
客
さ

ま
を
迎
え
て
「
お
も
て
な
し
」
を
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
ど
う
い
う
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
か
。

基
本
は
、北
海
道
一
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
、日

本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
で
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
今
回
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン

す
る
に
当
た
っ
て
は
、フ
ラ
ン
ス
の
三
つ
星
レ
ス
ト

ラ
ン
か
ら
総
料
理
長
を
招
き
、私
ど
も
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、今
一
番
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い

ま
す
。
今
世
の
中
が
二
極
分
化
に
進
む
な
か
で
、

こ
う
い
っ
た
最
高
の
も
の
を
扱
う
ビ
ジ
ネ
ス
も
ど

ん
ど
ん
出
て
く
る
は
ず
。
そ
の
中
で
、
札
幌
の

料
理
文
化
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
、広
い
す

そ
野
と
高
い
頂
点
を
持
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
構

造
に
な
っ
て
い
け
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

北
海
道
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
の
破
綻
に
始

ま
り
、全
国
で
一
番
早
く
に
経
済
不
況
が
や
っ

て
来
た
地
域
と
い
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一
方

で
、行
政
に
頼
ら
ず
に
市
民
グ
ル
ー
プ
が
立
ち

上
げ
た
お
祭
り「
Y
O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
」

を
、
全
国
レ
ベ
ル
の
お
祭
り
へ
発
展
さ
せ
た
パ
ワ

ー
が
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
で
、今
こ
そ

北
海
道
を
活
性
化
さ
せ
、大
い
に
札
幌
、そ
し

て
北
海
道
観
光
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。
微

力
な
が
ら
、私
た
ち
も
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、年
に
1
回
の
特
別
の

日
の
た
め
に
、と
っ
て
お
き
た
い
場
所
、そ
ん
な
レ

ス
ト
ラ
ン
が
札
幌
に
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
な
い
な
ら
創
ろ
う
、そ
ん
な
理
由
で
札
幌

で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
プ
ン
に
踏
み
切
っ
た
の
で
す
。

確
か
に
今
回
オ
ー
プ
ン
す
る
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
を
支
え
る
に
は
、百
万
人
以
上

の
商
圏
が
必
要
で
す
。そ
の
点
、札
幌
は
二
百
万

人
以
上
の
商
圏
を
持
ち
、さ
ら
に
全
道
各
地
か

ら
の
集
客
力
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、ま
た
北
道
道

外
か
ら
の
観
光
と
し
て
の
集
客
力

も
持
っ
て
い
て
、こ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
魅
力
的
。
実
際
、今
度
の
レ
ス

ト
ラ
ン
も
2
〜
3
割
の
お
客
さ
ま

は
、北
海
道
外
か
ら
の
集
客
を
見

込
ん
で
い
る
ほ
ど
で
す
。つ
ま
り
、

日
本
で
最
高
の
リ
ゾ
ー
ト
北
海
道

で
こ
そ
味
わ
え
る
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
楽
し
む
た
め
に
、札
幌
を
訪
れ

て
も
ら
う
、そ
ん
な
富
裕
層
を
対

象
と
し
た
ツ
ア
ー
が
あ
っ
て
も
い
い

と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

富
裕
層
を
全
国
か
ら

集
客
し
た
い

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
最
高
の

お
も
て
な
し
と
は

キ
ー
ツ
ア
ー
は
あ
っ
て
も
、

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
北
海
道
観
光
を
P

R
し
て
く
れ
る
富
裕
層

に
対
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
が
欠
如
し
て
い
る
の
が

実
状
で
す
。こ
こ
を
ど
う

し
て
い
く
か
が
、今
後
の

札
幌
観
光
の
課
題
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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札幌店「ル・バエレンタル」



さっぽろの魅力を高めるために
市民のみなさんと一緒に努力して
2,000万人のお客さまを迎えましょう
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●観光振興について
観光文化局観光企画課（中央区北1条西2丁目市役所2階）
2211-2376
●コンベンションに関すること
（財）札幌国際プラザコンベンションビューロー（中央区北1条西3丁目札幌MNビル）
2211-3675
札幌コンベンションセンター（白石区東札幌6条1丁目）
2817-1010

この冊子は、古紙含有率100％、白色度70％の再生紙を使用しています。

本文に関連する事業についてのお問い合わせ

この冊子をご覧になった皆さんの自由なご意見・ご感想をお待ちしていま
す。添付のはがき（料金受取人払い）をご利用ください。封書やファクス
（FAX218-5161）、Eメール（左記参照）でも結構です。封書・ファクス・Eメ
ールの場合は、住所・氏名（ふりがな）・年齢・職業・電話番号を記入し、〒
060-8611札幌市中央区北1条西2丁目市役所広報課までお送りください。
平成16年5月31日（月）（消印有効）までにお寄せいただいた方から抽選で
30人の方に共通ウィズユーカード（1,100円分）を差し上げます。お寄せい
ただいた声は、今後の関連施策の参考にさせていただきます。

ご意見・ご感想をお寄せください

ま
だ
ま
だ
引
き
出
せ
る

札
幌
の
素
晴
ら
し
さ

観
光
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
札
幌
の
基
幹

産
業
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
の
は
、厳
し

さ
の
続
く
北
海
道
・
札
幌
の
経
済
や
雇
用

状
況
を
良
い
方
向
へ
変
え
て
い
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
札
幌
市
で
は

「
来
客
二
千
万
人
」と
い
う
目
標
を
提
案

し
て
い
ま
す
。

札
幌
に
迎
え
る
お
客
さ
ま
を
、現
在
の

千
三
百
万
人
か
ら
二
千
万
人
に
増
や
す
。

こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で
す
。
実
現
す
る
に

は
札
幌
の
市
民
や
企
業
が
一
つ
に
な
っ
て
、

本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、目
標
を
高
く
持
つ
こ
と
は
、

札
幌
を
よ
り
魅
力
的
な
街
に
し
た
い
と
い

う
私
た
ち
の
気
持
ち
の
表
れ
で
す
。

国
が「
観
光
立
国
」に
向
け
て
取
り
組

む
中
、
各
地
域
で
も
観
光
産
業
を
活
性

化
さ
せ
よ
う
と
い
う
大
き
な
動
き
が
あ
り

ま
す
。そ
の
中
で
、他
の
都
市
に
引
け
を
取

ら
な
い
魅
力
を
、ま
だ
ま
だ
こ
の
街
か
ら

引
き
出
せ
る
こ
と
を
私
た
ち
は
信
じ
て
い

ま
す
。
四
季
折
々

の
自
然
の
彩
り

や
お
い
し
い
食
べ

物
、そ
し
て
人
を

引
き
付
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
札
幌
の

素
晴
ら
し
さ
を
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
も
っ
と
広
げ
た
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
今
ま
で
以
上
に
多
く

の
方
々
が
集
ま
り
、こ
の
街
は
も
っ
と
元
気

に
生
ま
れ
変
わ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

芸
術
と
文
化
の
薫
る
街
・

札
幌
を
目
指
し
て

街
全
体
で
お
客
さ
ま
を

迎
え
る
準
備

札幌市長 上田 文雄

札
幌
市
で
は「
集
客
交
流
・
シ
テ
ィ
P
R

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
平
成
十
五
年
度
か
ら
始

め
ま
し
た
。
今
年
は
そ
の
活
動
を
さ
ら
に

展
開
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、市
民

の
皆
さ
ん
と
、観
光
業
を
中
心
と
し
た
企

業
の
方
々
の
ご
協
力
が
、ど
う
し
て
も
必
要

で
す
。
札
幌
を
訪
れ
る
お
客
さ
ま
が
楽
し

く
満
足
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
に
は
、街

が
一
つ
に
な
っ
て「
お
も
て
な
し
」の
心
で
迎

え
る
準
備
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
・
企
業
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
の
機
会
を
増
や
し
、た
く
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
た
い
。
そ
し
て
、良
い
意
見

が
あ
れ
ば
ど
ん
ど
ん
取
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。こ
の
街
を
つ
く
る
の
は
、市
民
一
人
ひ

と
り
の
選
択
で
あ
り
判
断
で
す
。で
す
か

ら
、み
な
さ
ん
と
一
緒
に
努
力
し
て「
二
千

万
人
の
お
客
さ
ま
を
迎
え
る
」を
実
現
さ

せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

札
幌
に
は
世
界
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る

文
化
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。「
P
M
F
」「
札

幌
交
響
楽
団
」「
K
i
t
a
r
a
」「
モ
エ
レ
沼

公
園
」「
札
幌
ド
ー
ム
」な
ど
、
諸
先
輩
が

素
晴
ら
し
い
仕
事
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
結

果
で
す
。し
か
し
、私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
環
境
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

満
足
し
て
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。こ
れ
を
ど

う
活
用
し
て
い
く
か
、そ
れ
が
私
た
ち
の

課
題
で
す
。
市
に
新
設
さ
れ
た
観
光
文
化

局
で「
芸
術
・
文
化
の
薫
る
街
」を
実
現

し
、そ
れ
を
札
幌
の
新
た
な
観
光
資
源
と

な
る
よ
う
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、札
幌
を
本
拠
地
と
す
る
北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、コ
ン
サ
ド
ー
レ
札

幌
な
ど
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
ー
ム
も
市
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
応
援
し
、地
域
に
根
差

し
た
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

札幌市ホームページ http://www.city.sapporo.jp/city

Eメールアドレス kohokakari@somu.city.sapporo.jp
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